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から JAZ 遺伝子群 SlJAZ1〜12 を同定し、COR 処理、および病原菌接種による JAZ 遺
伝子の発現プロファイルを検証した。ほとんどの JAZ 遺伝子は、COR 処理または	
Pst	DC3000 接種によって誘導されたが、COR 欠損変異株 DB29 では誘導されなかっ
た。また、トマト COI1	(SlCOI1)との相互作用を解析したところ、SlJAZ2、SlJAZ6
および SlJAZ7 は、S1CO1 と COR 依存的に相互作用した。さらに、ウイルス誘導性遺
伝子サイレンシングを用いて、SlJAZ2、SlJAZ6 および SlJAZ7 が、COR 誘導性クロロ
シスに影響を与えないが、Pst	DC3000 に対する病徴関連細胞死には影響することを
実証した	。加えて、SlJAZ2 および SlJAZ6 は、非宿主病原菌または PAMP	による HR
細胞死に関与することを示した。これらの結果は、トマト JAZ タンパク質が、宿主
および非宿主相互作用における細胞死の進行を調節することを示唆している。	
	
（第4章）Pst	DC3000は、植物病原菌相互作用を調べるためのモデル病原菌として使
用されている。Pst	DC3000の病原性におけるⅢ型分泌系の研究が広く行われている
が、Pst	DC3000のゲノムに存在する多数の潜在的病原力因子の機能および作用様式
は完全には理解されていない。	P.	syringaeは、細胞外多糖の構成要素としてアル
ギン酸を産生することが知られている。	AlgUは、アルギン酸の生合成に関連する遺
伝子、algDの発現を調節するが、Pst	DC3000の病原性におけるalgUの機能は不明で
ある。植物と病原細菌の相互作用におけるAlgUおよびアルギン酸の機能を解析する
ために、 DalgUおよびDalgD変異株を作製した。トマトとシロイヌナズナにおける接
種実験を行なった結果、DalgU接種区のみ、Pst	DC3000野生株と比較して、明らか
な病徴及び細菌増殖の低下が認められた。Pst	DC3000の遺伝子発現解析から、AlgU
がⅢ型分泌系およびCORに関連する遺伝子の発現を調節することを明らかにした。ま
た、DalgU変異株およびCOR変異株が、PAMPの認識を欠損したシロイヌナズナfls2	
efr1二重変異体において完全な病原力を回復した。これらの結果は、AlgUがCOR産生
を調節することによってPst	DC3000の病原力において重要な役割を有することを示
唆している。	
	
